　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート①

· 鎌倉（室町）時代とはどのような時代だったのか？

· ヒント：「泣く子と地頭には勝てぬ」の意味を考えよう！

自分の考え

メモ

　　　

· 問い：

自分の考え：

班の人の意見
他の班の意見


メモ：

○まとめ①

　鎌倉（室町）時代は【　　　　　】中心の時代である。

○まとめ②

　鎌倉（室町）時代は【①　　　】と【②　　　】との領地争いが続いた時代である。しかし【③　　　】がなければ暮らせないようになったので、人々は【③】を手に入れるために努力し、【③】のないものは【③】を借りて暮らし、【③】のあるものは【④　　　　】をして【③】を増やした。

　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート２
· 13世紀（鎌倉時代のはじめ）にモンゴル帝国が出来たことで世界はどう変わったか？。（教科書ｐ34とｐ72の地図を見て考えよう）
自分の考え：

メモ

· 中国と国と国の付き合いのない日本の商人はどうやってこの世界貿易に参加しただろう。
自分の考え：

メモ

· 貿易がもうかることがわかった時、日本の金持ちや貴族・将軍・大名はどうしただろう？。
自分の考え：

班の人の意見：
他の班の意見：


メモ：

· まとめ：
鎌倉時代のはじめモンゴル帝国ができたことで【①　　　】
がさかんになり、日本の商人たちは【②　　　　】となって中国・朝鮮を荒らした。この貿易がもうかることに眼をつけた【③　　　　】は中国（明）と国交を結び、貿易を始めた。これを【④　　　　　】と言う。
　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート③
○問い：なぜ借金をする御家人が増えたのだろう？。
自分の考え：

メモ

· 市のようす（資料集ｐ49・福岡の市）
何を売っている？：

なぜ建物が屋根と柱だけで床も壁もないの？

○問い：永仁の徳政令で御家人が領地を質入することはなくなっただろうか？
自分の意見：

班の人の意見
他の班の意見

メモ：

○まとめ：
　　物の売り買いが盛んになるとともに、各地に【①　　　】が開かれ、生活に必要なものはほとんど【②　　】があれば手に入るようになった。
　　その中で【③　　　】を質に入れて金をかりた御家人が金を返せず【③】を失うようになったので、幕府は【④　　　　】を出したが、御家人の反対にあって失敗した。
　　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート４
　　　○悪党とはどんな人たちのことを言うのだろう。
自分の考え：

メモ：

　　○「悪」とは＝【　　　　　】・【　　　　　】という意味
　　○悪党とは＝【　　　　　　　　　】がつけた言葉
　　○問い：なぜ悪党とよばれる武士があらわれたのだろう？
自分の考え：

班の人の意見
他の班の人の意見

メモ

　　まとめ：
　　　鎌倉時代の中ごろになると他の者の【①　　　】や【②　　　】を奪い取る武士があらわれ【③　　　　】とよばれた。この人々は【④　　　】の禁止令も無視し、神仏をも恐れず、しだいに無視できない力を持つようになった。
　　　この背景には【⑤　　　】さえあれば何でも買える世の中の成立と【②】を失った武士がたくさん出たことがある。
　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑤
· 鎌倉時代から室町時代になって市はどう変わったか？
　　　鎌倉時代⇒月に【　　　　】回
　　　室町時代⇒月に【　　　　】回または【　　　　　】
○室町時代になって市の回数が増えたのはなぜだろう？
自分の考え：

メモ

○農民はより銭を得るためにどんな努力をしただろう？
自分の考え：

班の人の考え
他の班の人の考え

メモ：

まとめ：
　　室町時代になると【①　　】で売られる品物の種類と数が増え、【①】の回数が月に【②　　】回に増えたり、【③　　】開かれたりするようになった。
　　この裏側には【④　　　】の増加や【⑤　　　　】の改善で農産物がたくさんとれるようになったり、寺社や貴族のもとで働いていた職人が【⑥　　　】して市場めあてに製品をつくるようになったことがあげられる。
　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑥
　　　○村のようす
　　○農民の中の刀をさしている人は村でどんな役割をしている人だろう？
自分の考え：

メモ：

　　○問い：村はなぜ指導者ときまりを持ち、堀で囲まれていたのだろう？
自分の考え

班の人の考え：
他の班の人の考え

メモ：

　　　★まとめ：鎌倉室町時代は各地で【①　　　】を失ったり減ったりした武士たちで他人の金品を奪ったり他人の【①】に押し入って【②　　　】を奪うなどの乱暴をはたらく者もあらわれ【③　　　　】と呼ばれて恐れられた。
　　　　村に住む百姓（農民・職人・商人）は【③】などの外敵から村を守るために村を【④　　　】で囲み、【⑤　　　　】を置いた。そして村人をまとめるために寄合いをひらき、【⑥　　　　】を作った。
　　　　このような村を【⑦　　　】と呼ぶ。
　　　　＜地獄の沙汰も金次第＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノート⑦
· 土一揆について
土民って何だろう？：

どこを襲ったの？：

何をねらいなの？：

○土民は何のために何を質に入れて借金をしたのだろう？
自分の考え：

メモ：

○問い：幕府が徳政令を出した理由は何だろう？
自分の考え：

班の人の意見：
他の班の人の意見

メモ

まとめ：室町時代には百姓も武士も貴族も【①　　　　】から借金するようになった。そのため借金を返せなくて生活の苦しい【②　　　】たちはしばしば一揆を組んで【①】を襲い、幕府に【③　　　　】を要求し幕府もこれを認めた。こうして室町時代は【④　　】がすべての時代になったのである。
なぜ、貴族も武士も金もうけにはげむようになったのだろう？








